
演
者
は
、
先
年
来
、
藤
林
普
山
の
門
弟
で
越
後
に
お
け
る
蘭
学
の

祖
と
称
さ
れ
る
、
蒲
原
郡
加
茂
町
蔬
認
唾
の
蘭
方
医
森
田
千
庵
の
関

係
資
料
採
訪
を
続
け
て
き
た
。
こ
の
ほ
ど
、
彼
の
関
係
資
料
の
中

に
、
普
山
訳
『
解
屍
篇
』
及
び
そ
の
関
連
資
料
の
存
在
が
判
明
し
た

の
で
次
に
示
す
。

一
藤
林
泰
介
訳
『
解
屍
篇
』
（
大
尾
『
解
屍
譜
』
）
一
冊

（
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵
）

二
『
普
山
先
生
解
屍
篇
全
』
一
冊

三
『
普
山
先
生
訳
稿
解
屍
篇
原
註
完
』
一
冊

四
『
普
山
先
生
解
屍
篇
講
録
全
』
一
冊

（
以
上
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
蔵
）

五
藤
林
泰
介
重
刻
『
解
屍
篇
』
一
冊

藤
林
普
山
訳
『
解
屍
篇
』
に
つ
い
て

ｌ
森
田
千
庵
署
名
（
印
）
入
り
写
本
よ
り
Ｉ

長
谷
川
一
夫

（
新
潟
県
柏
崎
市
立
図
書
館
森
田
文
庫
蔵
）

六
『
普
山
先
生
説
解
屍
篇
奇
聞
』
五
冊

（
養
徳
文
庫
蔵
癖
読
渉

『
解
屍
篇
』
は
、
『
訳
鍵
』
『
和
蘭
語
法
解
』
『
和
蘭
薬
性
弁
』
『
泰

西
度
量
考
』
『
西
医
方
選
』
『
西
医
今
日
方
』
等
と
と
も
に
、
普
山
の

著
訳
書
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
山
本
四
郎
氏
「
藤
林
普
山
伝

研
究
」
『
日
本
洋
学
史
の
研
究
』
Ⅲ
所
収
参
照
）
。
ま
た
、
普
山
訳
の

解
剖
書
と
し
て
は
、
聾
①
ぐ
２
国
脚
具
目
算
の
『
第
三
板
の
訳
、
武
蘭

加
児
都
解
剖
書
完
』
が
知
ら
れ
て
い
る
（
小
川
鼎
三
氏
「
明
治
前

日
本
解
剖
学
史
」
『
明
治
前
日
本
医
学
史
』
第
一
巻
所
収
参
照
）
。

そ
こ
で
、
普
山
の
塾
に
学
ん
だ
千
庵
が
所
持
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
『
解
屍
篇
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。

そ
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

タ
ン
シ
フ

ョ
ハ
ソ
ア
ダ
ム

檀
止
夫
〔
醤
王
学
校
医
寮
内
医
兼
自
然
学
長
西
洋
與
般
亜
達
母

キ
ユ
ル
ム
ス

ケ
イ
ヲ
ル
ト
チ
ク
テ
ン

鳩
が
母
斯
選
述
伶
電
愚
〕
外
科
偏
羅
が
鐸
直
屈
点
翻
訳

日
本
平
安
疾
医
藤
林
紀
元
泰
介
翻
訳

ま
た
、
普
山
が
塾
生
に
講
義
し
た
記
録
と
思
わ
れ
る
『
普
山
先
生

解
屍
篇
講
録
』
に
は
、
『
解
屍
篇
御
篭
椅
暑
馳
鉦
霞
奔
、
原
名
タ
ー

フ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ア
ト
云
、
タ
ー
フ
ル
ハ
譜
也
表
也
編
也
、
ア
ナ
ト
ミ
ァ

／F＝F＝、
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〈
解
体
也
、
解
体
ト
ハ
人
屍
ヲ
解
コ
ト
ナ
リ
（
以
下
略
）
」
と
あ
る
。

さ
ら
に
、
千
庵
の
そ
の
時
の
学
習
の
記
録
と
思
わ
れ
る
『
普
山
先
生

説
解
屍
篇
奇
聞
』
天
の
部
に
は
、
「
ヨ
ア
ン
・
ア
タ
ン
・
キ
ュ
ル
ム

ス
セ
ン
、
解
屍
書
本
名
、
和
邦
出
板
は
千
七
百
三
十
一
年
二
成
ル
燕

（
屍
）

タ
ァ
フ
ル
。
ア
ナ
ト
ミ
ァ
即
解
戸
書
名
。
譜
也
表
也
編
也
、
ア
シ
ア

リ
テ
物
ノ
台
ニ
ス
ベ
キ
物
也
、
眼
凡
之
類
ス
ベ
テ
物
ヲ
ノ
セ
ル
モ
ノ

（
屍
）

ヲ
云
也
、
解
砺
篇
磯
詫
琴
僻
嗜
趣
罪
（
以
下
略
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

普
山
訳
『
解
屍
篇
』
は
、
紛
れ
も
な
く
』
．
少
．
尻
目
］
日
匡
唖
著
の

『
解
剖
学
表
』
（
い
わ
ゆ
る
タ
ー
ヘ
ル
Ⅲ
ア
ナ
ト
ミ
ア
）
を
ラ
イ
デ
ン

の
外
科
医
Ｐ
目
９
①
目
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
し
た
も
の
の
重
訳

で
あ
り
、
杉
田
玄
白
等
に
よ
る
『
解
体
新
書
』
（
一
七
七
四
年
刊
）

と
同
一
の
翻
訳
書
で
あ
る
。
そ
の
書
名
を
『
解
屍
篇
』
と
表
し
た
の

は
、
「
禮
之
字
不
当
故
二
戸
ノ
字
二
代
」
え
た
と
す
る
事
情
も
窺
え

〉
（
》
Ｑ

普
山
の
『
解
屍
篇
』
出
版
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
『
解
屍
篇
』

及
び
『
解
屍
篇
原
註
』
の
成
立
は
、
千
庵
の
在
塾
当
時
（
文
政
四
’

五
年
）
か
そ
れ
以
前
と
察
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
普
山
が
両
害
に
基

づ
き
塾
生
に
講
義
し
て
い
た
こ
と
も
『
解
屍
篇
講
録
』
『
解
屍
篇
奇

聞
』
に
よ
り
明
ら
か
な
こ
と
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
千
庵
は

弓
号
昌
創
診
目
ｇ
ｏ
目
脚
§
ｏ
園
］
．
シ
尻
目
昌
日
巨
函
．
昌
国
ｏ
ｏ
ｘ
ｘ
ｘ
目
目

な
る
蘭
文
写
本
を
所
持
し
て
い
る
（
新
潟
大
学
医
学
部
図
書
館
）
。

お
そ
ら
く
在
塾
当
時
、
『
解
屍
篇
』
等
に
か
か
わ
っ
て
筆
写
し
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
と
す
る
と
、
普
山
は
医
学
教
授
に
タ
ー
ヘ
ル
Ⅱ

ア
ナ
ト
ミ
ァ
の
蘭
訳
本
を
用
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
『
解
屍
篇
」
三
冊
は
、
杏
雨
書
屋

本
を
底
本
と
し
て
、
九
州
大
学
本
、
柏
崎
図
書
館
本
の
順
で
転
写
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
杏
雨
書
屋
本
に
は
旨
．
の
ｇ
圖
昌
の
署
名
が
、

九
州
大
学
本
に
は
千
庵
が
常
用
し
て
い
る
「
山
吉
文
庫
」
の
印
が
二

穎
見
え
る
。
柏
崎
図
書
館
本
は
、
千
庵
の
実
弟
森
田
正
治
の
傍
系
に

当
た
る
森
田
智
恵
氏
が
同
館
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
の
一
冊
で

署
名
・
印
と
も
に
見
ら
れ
な
い
。
杏
雨
書
屋
本
に
つ
い
て
は
、
既
に

藤
浪
剛
一
氏
、
中
野
操
氏
も
注
目
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
中
野
氏
は

同
書
に
次
の
よ
う
な
メ
モ
を
残
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
本
書
〈
藤

浪
剛
一
氏
〈
藤
林
普
山
自
筆
本
ト
サ
レ
ル
ガ
、
末
尾
二
旨
・
静
昌
昌
昌
ト

署
名
ガ
ァ
ル
ノ
デ
、
普
山
ノ
高
弟
デ
越
後
ニ
オ
ケ
ル
蘭
学
ノ
祖
、
森

田
千
庵
ノ
自
筆
稿
本
ト
ス
ル
ノ
ガ
正
シ
イ
ト
思
ウ
。
但
シ
墨
書
ト
朱

批
ト
ハ
書
体
ガ
チ
ガ
ウ
ノ
デ
、
墨
書
ヲ
千
庵
ノ
門
人
二
筆
写
セ
シ
メ

千
庵
ガ
朱
批
ヲ
加
エ
タ
モ
ノ
ト
ス
ベ
キ
カ
、
ド
ウ
カ
？
（
一
九
五
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七
・
七
・

な
お
、
『
解
屍
篇
』
『
解
屍
篇
原
註
』
『
解
屍
篇
講
録
』
『
解
屍
篇
奇

聞
』
は
、
現
在
筆
稿
途
中
で
あ
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
論
文

に
し
て
発
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
新
潟
県
小
千
谷
市
立
片
貝
小
学
校
）

七
・
七
・
三
○
中
野
操
）
‐

て
直
ち
に
判
断
す
る
こ
と
は
、

い
。

中
野
操
）

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

、
演
者
の
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な

安
藤
昌
益
（
一
七
○
三
’
一
七
六
二
年
）
は
江
戸
時
代
中
期
の
思

想
家
で
、
八
戸
に
お
い
て
医
者
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ

の
稿
本
『
自
然
真
営
道
』
（
全
百
一
巻
・
九
十
三
冊
）
は
自
己
の
自

然
哲
学
を
宇
宙
論
的
に
体
系
づ
け
た
一
大
哲
学
思
想
大
系
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
そ
の
大
半
は

焼
失
し
て
し
ま
い
、
現
存
す
る
の
は
十
五
冊
の
承
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
昌
益
の
医
方
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
『
真
斎
護
筆
』
に
よ

っ
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
昌
益
医
学
の
病
論
と
療
法
を
中
心
に
、

『
自
然
真
営
道
』
第
七
十
三
巻
か
ら
第
百
巻
に
至
る
臨
床
医
学
各
論

の
骨
幹
を
抄
出
、
筆
写
し
、
若
干
の
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
、
宇
都

宮
の
町
医
で
あ
っ
た
真
斎
（
一
七
八
九
Ｉ
？
）
と
い
う
人
物
が
著
し

た
も
の
で
あ
る
。

『
真
斎
謨
筆
』
の
小
児
門
に
つ
い
て

広
田
曄
子
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